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西オーストラリアの養蜂と

第8回アジア養蜂研究協会大会の開催

第8回アジア養蜂研究協会大会委員会

西オーストラリア (WestemAustralia,WA)

州は日本の国土の6.7倍,面積約250万km2

のオーストラリア最大の州 (図 1)である.そ

の州都パース(Perth)は,湖のように広がるス

ワン川を見渡す場所に位置し,1970年代の金

や鉱物の採掘で発展を遂げた比較的新しい街

である.近代的な高層ビルと19世紀開拓時代

の面影が混在する ｢世界で最も清潔な街｣,ま

た平均日照時間が 1日8時間と ｢オーストラ

リアで最も天気の良い街｣ともいわれる.

パースは西オーストラリア州の政治,行赦の

心臓部であり,芸術,産業,政治および娯楽

の中心である.訪れる方は,この都市が清潔で,

歩き回りやすいことに気づくだろう.文化セン

ターには,州立図書館,博物館,美術館が集

まり,多くの人に親しまれている.市の中心

部に隣接するキングス ･パークと植物園には

自然がそのまま残る.400haもある園内の小

高い丘からパース市街と蛇行するスワン川の

絶景が楽しめる.市内中心部の公共交通機関

は無料である.非常に便利なCATバスサービ

スは,東西南北の定められたルートで運行し,

旅行者が乗車地点まで帰りつけることを保証し

ている.二つの大きなバスターミナルと鉄道の

中央駅からは,パースの郊外地域への公共交通

機関利用ができる.素晴らしいショッピング街,

河岸に並ぶたくさんのレストランとカフェ,世

界レベルのゴルフコース,美しいスワン川と,

80km以上に及ぶ清らかな白砂の川岸,そして

好天のもとの野外活動が皆様をお迎えする.

パースから20km,スワン川がインド洋に注

ぐ河口にあるフリーマントル (地元ではフレオ

と呼ばれる)は豊富な海事的伝統をもち,旅行

者を引きつける魅力的な目的地である.フリー

マントルの西端,ノートル ･ダム大学周辺は,

世界でも最も手を加えられずに残る,19世紀

ビクトリア朝風な港湾都市と見なされている,

西オーストラリア州南西部には有名なマーガ

レット川沿いのワイン地帯が広がる.その周辺

は探検しがいのある広大な森林と荒々しい海岸

線をもつ,西オーストラリア州で最も壮観な自

然風景である.

パースから約 2,000km離れた,北部の熱帯

地域は,その奥地の荒野の壮観さで有名になっ

図1 西オーストラリア州とパース市周辺国
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た.息をのむような峡谷,流れ落ちる滝,原始

のままの海岸,美しい珊瑚礁を経験しよう.鷲

異の自然風景と古代アボリジニの岩絵を見よ

う.シャーク湾世界遺産地域やニンガル-海洋

公園では,一級の探検 ･エコツーリズムが体験

できる.

西オーストラリアの養蜂産業

初期の記録から近年まで

オーストラリアの初期の移民は,過酷な開拓

作業に従事する自分たちに必要なだけの,甘味

を輸入することが難しかった.そこで彼らはオ

ーストラリアの森林もミツバチを育めるかもし

れないと考え,自分たちの土地にヨーロッパの

ミツ)tべチを導入することを試みた.多くがイギ

リス出身であった移民達が,祖国でなじみがあ

ったセイヨウミツバチをオーストラリアへ持ち

込もうと思ったのはごく自然なことである.

海路を数千km以上,帆船に積んで蜂群を運

ぶことは難しく,多くの試みと失望が繰り返さ

れた.しかしついに多くの困難は克服され,ミ

ツバチは最初に東オーストラリアに,その後

1840年代初期になって,西部オーストラリア

にも定着した.

パースで発行されていたInquirer紙の1846

年 11月 11日付の紙面に,ヘルプマン少尉が

成功裏に飼養していた蜂群が分蜂したこと,ま

たその群は注意深く捕らえられ,巣箱に入れら

れたことを報じる記事が残っている.また故ジ

ェス･ハモンド氏はその著書 ｢西部の開拓者達｣

の中で,ギルドフォードに住む彼のおじ,ウイ

リアム ･ジョーンズ氏が 1873年にそこに広大

な養蜂場を持っていたと述べている.

いったん数群のミツバチが定着するや,義

蜂はオーストラリアの国中に広まっていった.

1881年1月12日の新聞記事は,3ガロン(13.6

L)のハチミツが西オーストラリア,ビクトリ

アプレーンズ地区にある ｢ミツバチの木｣から

とれたことに触れており,同じ年の後半,9月

6日にはスワン川 (パース市はその川沿いに発

展)のハチミツ16ケースがロンドンの市場で

販売されたとの報告が掲載されている.

養蜂産業は,19世紀最後の 10年間に着々

と発展した.南オーストラリア,ヨーク半島出

身のスミス兄弟が自分たちの蜂を西オーストラ

リアに持ち込み,グレン森林地帯のベーカーズ

ヒルに拠点を置いた.蜂場から蜂場へ群を移動

させるのに馬車を使っていたので,彼らはおそ

らく西オーストラリア州最初の移動養蜂家だっ

た.後に彼らから蜂を買い取ったヨークのマク

ナマラ兄弟は,大規模なハチミツ製造業者とし

て仕事を続けた.ニューサウスウェールズで早

くから養蜂の経験を積んでいた従兄同士の2人

のクック氏は,スミス兄弟のもとで働き,後に

独立してエイボン谷のトウ-ディエイに自分た

ちの養蜂場を築いた.

1896年に調査された最初の養蜂統計によれ

ば,州内の2267個の巣箱から約38tのハチミ

ツが産出されていた.最初に豪州に導入され

たミツバチは北ヨーロッパ系のApl'smelll'fera

melJ1'Feraであったが,1880年代にハチノスッ

ヅリガによるものと思われる深刻な群の減少を

経験した後,新たにイタリア系のA.m.11'qus-

[1lcaも導入された.これは最も一般的に用いら

れるミツバチ系統である.しかし何年にもわた

ってイタリアからの導入がわずかな数だったた

め,国内のミツバチの品質は低下した.

その後,養蜂産業は1930年代初頭まであま

り変化がないままであったが,1934年から,

巣箱が50%も増加し始めた.1936年には,

約 16,000個の巣箱からハチミツ450t以上を

産出,平均28kg/巣箱にもなった.

その後,再びほとんど変化のない時期が第二

図2 有機ハチミツを生産する蜂場
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図3 州南西部の主要蜜源樹木の分布

次世界大戦の終わりまで続いた.戦後の養蜂産

業は安定した成長をつづけ,1977年にはハチ

ミツ生産用蜂群は32,000群,巣箱当たり平均

76kgのハチミツを生産するようになった.

1977年以降,養蜂家の数はかなり安定し,

200以上の巣箱を持つ専業養蜂家は75名程で

ある.一方,蜂群数は 1965年以降減少してい

る.これは主に,経済的に厳しい状況と,土地

開拓による蜜源植物の減少が原因とみられる.

現在の養蜂事情

現在,西オーストラリア州では,およそ4

万群から3,200tのハチミツが生産され,そ

の40%が輸出される.900人の養蜂家が登録

されており,その多くは200群未満の蜂群を

管理する趣味かパートタイムの養蜂家である.

70人ほどいる専業養蜂家の典型的なイメージ

とは,一家族が,400群以上の蜂群を所有し

て働いているというものだろう.500- 1500

群,あるいはそれ以上の群を管理する,より大

きなグループもいる (図2).

ほとんどの養蜂企業は移動養蜂を行う.西オ

ーストラリア州の広大な南西地方各地で多様な

花を咲かせる植物相の間を移動させる.それに

よってハチミツ生産のための花蜜や,育児に必

要なタンパク源となる花粉を継続的に得てい

る.大規模養蜂家は多量のハチミツを効率的に

図4 カリは西オーストラリアだけでなく世

界でも最も高く伸びる樹木で,100年
ほどで90mに達する

取り扱うために,蜜巣房の蓋を取り除くステン

レス製の機械や,水平レーザ一式抽出機といっ

た近代的なハチミツ処理設備を持っている.

養蜂適地′蜜源植物と有機ハチミツ

養蜂場の分布は,そのまま州内の養蜂に適し

た6つの蜜源地帯を示している (図 1,3).

1)パースからジェラルトンに至る地域.養蜂

家は多様な花蜜,花粉源植物に着目している.

2)より東方の,ペインズファインドからニン

ガン･ステーションに至る地域.ヨークガム

Euca/JPlusloxophJebaが特筆に値する.

3)東部の金鉱地域.多種のユーカリが分布.

4)パースの南からバンベリーに至る広大な森

林地帯.多様なユーカリ,バンクシア,アゴ

ニス,メラレウカなどがある.

5)バンベリーから南西のウオルポール方面へ

広がる地域.ユーカリやバンクシアに加えて,

独特のカリE.dl'veIISl'coloT(図4)の森が含

まれる.

6)オルバニーからエスペランスに至る南海岸

地域.ここでも期待されている植物はユーカ

リとバンクシアである.

西オーストラリアの私たちの生産するハチ

ミツの中で特に高品質なものは主に,南部

と西部の海岸沿いのユーカリ林にあるジャ

ラーE･malgl'nala(図5左)やレッドガムE.



84

camaldLl1ensjsの木から採取される.ジャラー

ハチミツは暗色系で濃厚な味の,栄養価の高い

ハチミツで,けがの治療薬として知られ,その

高い抗細菌作用が知られている.内陸部では,

多様なマリーユーか)Colymbl'acalopj7yJla(図

6)や野生の花からとれるより明るい色のハチ

ミツが産出される.これらは,ヨーロッパ産の

最も良質なクローバーハチミツと比べても遜色

がない.西オーストラリアのハチミツは特徴の

ある味と色をもち,すべてが無農薬の有機ハチ

ミツなのである (図2).

西オーストラリア産のハチミツの大部分は,

養蜂家が共同で所有する瓶詰め用施設Wesco

Beeを通して販売される.生産量の約40%が,

200Lのドラム缶で輸出される.残りのものは

地元のスーパーの小売店や,大規模な商業企業

で販売される.ハチミツの種板としては,ブレ

ンドのものも,バンクシアや野生花,ジャラー,

カリ,レッドガムなどユーカリの蜜も販売して

いる.主に州の南西部で,数多くの養蜂家直売

店が,様々なハチミツを売り出している.地域

のハチミツ価格は,世界的な生産高と,需要 ･

供給によって変動する海外での価格に影響され

る.そのため,生産者に払われる額はかなり変

動が大きく,この差が,利用者の払う商品価格

に反映されるのである.

西オーストラリア州の北東部,キンバリー地

方を流れるオード川沿いのカナナラ周辺におけ

る,メロンを主としたポリネーションも重要で

ある(図 1).州の南西部では果樹園,園芸作物,

そして広大なナタネの栽培地でも交配にミツバ

チが利用されている.

養蜂管理体制.育種 ･蜂病対策

西オーストラリアで使われている巣箱は,そ

のほとんどが 10枚巣枠のラングストロース型

巣箱である.浅めのW.S.P.サイズの巣箱も,

軽さや管理の簡単さゆえに一部では好まれて

いる.同じ理由で,8枚巣枠の巣箱の需要も少

しある.すべての蜂群所有者は政府の規定によ

り,西オーストラリア農業省に登録している.

その際に発行される認識番号を養蜂家は自分が

持つ全ての巣箱部品 (箱,蓋,巣枠)に明記し

なければならない.この規定は,火災の時など

に,速やかにミツバチの所有者を見つけ出すこ

とや,蜂病などを調べる養蜂場監察官の参考の

ために実施されている.

森林地帯における養蜂場の用地は,自然保護･

土地管理省によって監督され,厳格な管理方針

の下で決定される.

農業省には上級養蜂管理官と,養蜂活動を管

理指導する養蜂担当官がいる.研究職の担当官

は,州と国それぞれのレベルでの養蜂産業のた

めの価値ある研究を実施している.

西オーストラリア州農業省の養蜂課が実施し

た人工授精によるミツバチ育種プログラムの進

展は,現在養蜂産業で使用しているミツバチを

高い品質を保つ手助けとなってきた. 1980年

にミツバチ育種プログラムが開始されたとき

に,商業養蜂家は手持ちの中から最も良いハチ

ミツを産出する蜂群を提供した.これらの中で

最も優れた女王蜂の娘達が,野生のコロニーが

図5

左)ジャラーは西オース

トラリア州を代表する樹

木で,春から初夏に開花
する.

右) シャゼンムラサキ

EchjumplanlaglneLIm
の流蜜であふれた巣箱.

シャゼンムラサキは家畜

には有毒で,荒れた放牧

地で繁殖するが,花は良
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図6 主要蜜源,花粉源としてのマリ

左上)赤い樹液にタンニンを多く含み,アボリジニは ｢薬の木｣と呼んで利用し

ていた.左下)乾期である夏の盛りに,開花する白から薄いピンクの花は樹冠を

見事に覆う.右上)マリはジャラーやカリの林に広く生育し,養蜂家は.花粉を

集めるために,開花に合わせて林内に蜂群を移動する.右下)花粉荷の乾燥作業.

存在しない,フリーマントル沖合のロットネス

ト島で選ばれたオスバチと交配された.交配プ

ログラムによって生まれた女王バチは,オース

トラリア全土や海外の養蜂家達に売られた.こ

の事業は 1991年に西オーストラリア養蜂家協

会に売却され,現在養蜂産業の利益のために運

営されている.これにより,地元の養蜂家は交

配用の蜂が外部から持ち込まれることに伴って

外来の蜂の病気が侵入する危険を回避できるよ

うになった.

西オーストラリアにはヨーロッパ腐姐病やそ

の他経済的に問題のある外来の蜂病や害虫な

ど,ミツバチや園芸産業に対して影響を及ぼ

しうるものが侵入していない.病害敵の流入

を防ぐために,検疫措置が適切に行われてい

る.西オーストラリアの ｢養蜂業規則 1963

- 1980｣によって,ミツバチ ･ミツバチ生産

物および養蜂器具,機械の西オーストラリア州

内への移入が規制 ･禁止されている.西オース

トラリア州の法律は,オーストラリア連邦の法

律に付け加えられるものである.連邦の法律で

輸入が許可されたミツバチ生産物および養蜂器

具,機械が,西オーストラリアでは州の法律に

よって搬入禁止される場合もある.

第8回アジア･オーストラリア養蜂会議は,

2006年 3月20日から24日まで,パースで

予定されている.会議のテーマは,｢ハチミツ

を健康な人々のために｣,国内外から200名以

上が参加する予定である.世界やオーストラリ

アから講演,科学研究発表がなされ,参加者は

周辺関連施設への技術見学 ･教育的ツアーが利

用できる.詳細については次ページ以下のアナ

ウンスメントおよび下記ウェブサイトで.

httpノ/www･beekeepingwestaus･asn.au
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第 8回アジア養蜂協会大会
セカンドアナウンスメント

｢Honey

ForHealthy

Humans-ハ

チミツを健康

な人々のため

に｣をテーマ

に,アジア地

域外で開かれ

る初のAAA大会に皆様をお招きする.会議は

2006年3月20日～24日にオーストラリア,

西オ丁ストラリア州パースで開催される.

美しいスワン川河畔に拡がる歴史ある西オー

ストラリア大学を会場に,基調講演,分科会,

見学旅行,ワークショップ,展示会等が行われ

る.組織委員会は大会の基調講演者としてオー

ストラリア国立大学のM.V.スリニバサン教

授とミネソタ大学のM.スピバック教授をお招

きした.わが国はミツバチ研究が活発に進み,

多くのミツバチ科学者がアジアと深い繋がりを

もつ.西オーストラリアの養蜂家は技術革新の

最先端におり,この州は養蜂の楽園である.

今回の会議は,養蜂に係わる多くの情報を得

る機会であり,これまでと同様にアジアのミツ

バチ研究者や養蜂家が科学とビジネスの共同体

制を築く素晴らしい機会となるだろう.大会ホ

ームページもどうぞご覧いただきたい.

http//W- b詑keepingwestausasn･au/
大会長 キム･フユースター

会期 2006年3月20日～24日

会場 西オーストラリア大学 クラブハウス

会場はパースの中心商業地区から車で8分の

距離,スワン川河畔Crawleyにある.クラブ

ハウスは大学の卒業生や院生,職員のために

2005年3月に開設されたばかりである.

基調講演

その1 ｢微小脳,賢い知能 :ミツバチにお

ける視覚,航行と認識｣ M.V.スリニバサン教

揺 (MandyamV.Srlnivasan),オーストラリア国

立大学生物科学研究科視覚科学センター所長,オ

ーストラリア科学アカデミーフェロー,ロンドン

王立協会フェロー.

スリニバサン教授は自然界の簡単なシステム

における視覚処理方法およびその機械的視覚,

ロボットへの応用を研究している.詳しくは下

記ウェブサイトで.

http'//b10logy･anu･eduau/rsbsweb/profiles/srini.shtmi

その2 ｢私たちは勝てるのか?対ミツバチ

へギイタダニ衛生行動をもつミツバチの系統育

種がもたらすもの｣ M.スピバック教授 (Maria

Spivak),ミネソタ大学昆虫学部養蜂 ･社会性

昆虫分野教授.

主要書敵である寄生ダニ,ミツバチへギイタ

ダニに対するミツバチの衛生行動と抵抗性との

関係に注目して研究を進めている.また衛生行

動の発現に関与する神経メカニズム,マルハナ

バチの社会生物学も主要テーマ.詳細は下記ウ

ェブサイトで.

http://www･extenslOn.umn･edu/capacity/are/honeybees/
h叩//W- entomologyumnedu作aculty/spivak/SPIVCVhnl



発表要旨の募集

第8回アジア養蜂研究協会大会における口頭

発表とポスター発表を募集する.会議のテーマは,

｢ハチミツを健康な人々のために｣である.

募集分野は,以下の通りである.

･ミツバチ生物学

･ミツバチと環境

･ミツバチ生産物 (アピセラピーを含む)

･ミツバチの害虫と病気

･養蜂技術

･養蜂植物と花粉媒介

･養蜂経済

･養蜂振興

英文要旨の送付先は,シ ドニー大学Ben

Oldroyd教授 (boldroyd@bio･usyd･edu･au)･要

旨送付締め切りは2005年 11月 15日.

※オールドロイド博士に送付する前に,下記

URL上の要旨提出に関するガイドラインを確

認のこと.http://www.beekeepingwestaus･asn･

au/pdfs/formatting_your_abstracLdoc

要旨が採用された場合,通知される.発表者

は2006年1月 15日までに登録と支払いをす

れば早期割引登録料金が適用される (一般参加

者の早期割引は11月末日まで).

参加登録と各種料金

大会登録料 (いずれもGSTを含む)

早期割引登録 (2005年 11月30日まで)
370豪ドル (約32,000円)

一般登録 (2005年 12月 1日以後)
400豪ドル (約34,000円)

学生登録370豪ドル

ー日登録 3月21日,23日.または24日
140豪ドル (約 1乙000円)/日

登録方法

大会参加者,発表者,同伴者は事前に参加登

録と費用の支払いを済ませなければならない.

ホームページで大会登録と公認ホテルの予約が

できる.登録用紙のPDFをダウンロードして,

クレジットカード情報 (Visa,MasterCard)と一

緒に大会議事務局へファックスで送るか,参加
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費用と一緒に郵送すること.オンライン登録

し,同時に費用のクレジットカードによる決済

もできる.登録ページはhttp.//www.beekeep-

lngWeStauSaSmau/registration_C･html･

参加費用として,登録料,オプション料金 (あ

る場合は),宿泊も申し込む場合は1泊分の予

約料金を加える.空港への送迎,会場付近の駐

車,ホテル ･会場間の無料バスなどの希望も所

定欄に記入すること.

入国ビザ

オーストラリア入国には事前にビザかETAS

(イータス-電子波内需午可)をうける必要がある.

http://wwwaustraliaJp/destination/

歓迎プログラム (料金はいずれもCSTを含む)

大会をより楽しくする歓迎行事が用意されて

いる.皆さんにご参加いただき,友人を増やす

機会としたい.参加人数を掌握できるように,

登録用紙には必ずチェックを入れて欲しい.

歓迎レセプション:3月20日 (月曜)の午後5

-7時に大学クラブ晩餐会場にて.レセプショ

ン参加費は大会登録料に含まれる.登録者以外

のゲストが参加の場合は40豪ドル.

大会夕食会:3月23日(木曜)の午後7-11時に,
フ リーマ ン トル の "Boardwalk山eRiver舟ont

Restaurant"で開かれる.3コースと飲み物付き

ディナーの参加費は別料金で,登録者･ゲストと

もに50豪ドル.

見学旅行

3月22日 (水曜)午前8時に大学クラブ前

を出発し,同日午後6時頃に帰着予定.見学旅

行参加費は,登録料に含まれる.登録者以外の

ゲストも参加可で,費用は55豪ドル.

各ツアーの見学先は以下の通り:

ツアー① :ベルビューのギルフォイル養蜂器具

生産工場,ギジェガナップのパーヴィ-花粉加

工施設,フレイ氏所有の最新式ハチミツ抽出ト

レーラー,花粉採集用蜂場,レイランド中央ハ

チミツ抽出プラント,巣箱移動用大型機器.

ツアー(∋:ウェスコピーハチミツ瓶詰め工場(ベ

イズウオーター),フユースター中央ハチミツ

抽出プラント (ミューシェイ),蜂場,キャパ
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シャム野生動物公園,ベルビューのギルフォイ

ル養蜂器具生産工場.

ツアー@ :ケルムスコットのウエスト中央ハチ

ミツ抽出プラント,キャニングヴェイルにある

サムナッツ花粉処理 ･包装工場,パルディビス

のデイビーハチミツ抽出プラントと蜂場,ベッ

タビー見学 (ロットネスト島で育種されたミツ

バチ),ロツキンガムのリドリーハチミツ･花

粉加工施設.

ツアー④ :キャパシャム野生動物公園,ビーチ

ナにあるレイランド中央ハチミツ抽出プラント

とハチミツ製品販売店,トラックと巣箱ローダ

ーの実演,ベッタビー見学 (ロットネスト島で

育種されたミツバチ),イースト養蜂場.

ツアー⑤ :ジンジンの重力発見センター,フユ

ースター中央ハチミツ抽出プラント,屋外蜂場

ツア⊥⑥:カニングベイルのサマット花粉加工

プラント,ウェスコピーハチミツ瓶詰め工場 (ベ

イズウオーター),フユースター中央ハチミツ抽

出プラント(ミューシェイ),屋外蜂場,キャパ

シャム野生動物公園.

宿泊設備

様々な宿泊先が,会議に参加する代表者のた

めに確保されている.西オーストラリア大学ク

ラブのすぐ近くにある多くのホテルが,好まし

い価格を保証している.これらの部屋の予約

は,会議事務局を通す必要がある.会議事務局

は,2006年 2月 16日までに予約がされた場

合,宿泊設備を保証する.この日より後の予約

は,(部屋の利用が)可能かどうかによる.料

金は1部屋 1泊についてある.参加者は一泊目

の部屋代を,予約保証金として払う必要がある.

大会参加者の便宜を図るために,会議場と以

下の公認ホテルとを無料バスでつなぐ この無

料サービスを利用したい方は,登録用紙にその

旨をお知らいただきたい.

パーメリア･ヒルトン･パースParmeha柑ltonPerdl

☆☆☆☆☆パース市ミル･ストリート14

市のショッピング･ビジネスの中心地,スワ

ン川やキングズ･パークからほんの数分のとこ

ろに位置するパーメリア･ヒルトン･パースは,

くつろげるサービスと,都心の資沢さを併せも

つ.このホテルは空港から車で20分,市内の駅･

バスターミナルから5分の位置にある.

スタンダードルーム 245豪ドル

メディーナ･グランド･パースMdiruCrardPerth

☆☆☆☆☆パース市マウンツ･ベイ･ロード33

メディーナ･グランド･パースは,市の中心

商業地区の中核という素晴らしい位置が自慢で

ある.メディーナ･グランド･パースは計 138

室の1寝室または2寝室のアパートメントとス

タジオルーム,その他,レストラン,プール,

体育錯,温泉とサウナを有する.

プレミア1寝室アパートメント 193豪ドル

クエスト･オン･レオラQuestonRtwh☆☆☆剖 西パース
市コーナーレオラ&トーマス･ストリート

パース市に隣接し,中心部まで数分の距離.

スビアコやキングズパークにほど近い.

1寝室アパートメント 180衰ドル
2寝室アパートメント 230豪ドル

サリバンズ･ホテル･パースSuuivarvsHotelPerth

☆☆剖 パース市マウンツベイ･ロード166

都市とスワン川を見渡すサリバンズ･ホテル･

パースは,キングズ･パークとボタニック･ガ

ーデン近くの申し分ない場所に位置する.都市

の中心とフェリーターミナルは徒歩で僅か10

分の距離にある.全ての客室は空調付き,多く

の快適な設備が揃っている.このホテルは屋外

プール,24時間営業の受付,インターネット環

境と多くのゲストサービスを有する.

スタンダードルーム 115豪ドル

トリニティ･カレッジ･パースThnib,CouegePerth(
☆☆☆)クローリー市ハンプデン･ロード230

トリニティ･カレッジは,会議会場である西

オーストラリア大学 (UWA)キャンパスの向か

いに位置する.会場に近いというだけでなく,

タクシー乗り場など公共交通機関がトリニティ

の正面出口のすぐ外で利用できるので便利.各

部屋は空調,勉強机とランプ,冷蔵庫,テレビ,

コーヒーメーカーおよびISD電話を完備.
シングルルーム 83豪ドル
ダブル/ツインルーム 98豪ドル

大会スポンサーと展示会出展の募集

幅広い後援と展示の機会が得られる:

･大会に参加し,イベントや見学ツアー,

講演者を支援していただきたい

･あなたの最新の作品を展示し,

･あなたの専門技術を実演して,

･ネットワークを作り上げよう!

後援や出展の詳細については大会事務局



Debrett-Sまで.また下記 ｢養蜂関係製品の州

内への持ち込みについて｣をど参照下さい.

登録や設備に関するお問い合わせは,ミツバ

チ科学研究施設内アジア養蜂研究協会事務局ま

たは下記大会事務局まで.

Debrett■sConference&EventManagement
POBox441,NEDLANDSWA6909

Tel:(08)93863282 Fax:(08)93863292

Email:honeybee@debretts.com.au

養蜂関係製品の州内への持込みについて

AAA大会を楽しむために,西オーストラリア

を訪れてくださる友人達が,税関や入国審査でい

やな思いをされることがないように,統治の防疫

対策事情をお伝えしたい.事前にしかるべき許可

を得ないまま養蜂関連製品などを持ち込むとトラ

ブルになる.空港にはミツバチ,ハチミツ製品

果物,植物などを探し出す探索犬が待ちかまえて

いる.荷物を検査して,事前に申告していないそ

れらの品物を見つけた場合は,かなり深刻なこと

になる.もう大会はうんざりだという気持ちにな

るかも知れない.

地域内への持ち込みが許可されるものと不許

可のものの具体例を別表に示した.これはどう

かと迷う品物をお持ちだったら,オーストラリ

アに向かう機内で書く申告書に残らず申告して

いただきたい.それを係官が判断して許可が出

れば,もう何も問題はないのである.

歴史背景

西オーストラリア州は国内の他地域とは異な

り,今でもヨーロッパ腐姐病 (EFB)の病原菌

MeJJ'ssococcusplulonに汚染されていない.ハ

チミツは主にユーカリの原生林から産出され,
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無農薬で,有機ハチミツといえるものである.

1978年にアデレードでアピモンディアが開

かれたが,そのころ東オーストラリア地域の巣

箱でEFB病原菌が侵入していることが明らか

になった.そこで,EFBの西オーストラリアへ

の侵出を防止するため,私たちは即座に大変厳

格な隔離措置を講じた.

パースは世界でもっとも孤立した都市であ

る.最も近い大都市から3000km以上離れ

その間には巨大なナラーボー平原が広がる.分

蜂群が飛び越えてくる可能性はなく,病気の侵

入を阻止できる可能性は大きかった.この隔離

政策が功を奏し,西オーストラリアでは1978年

以降,今日に至るまでこの病気は発生していない.

またアメリカ腐岨病とチョーク病以外のどん

な病気も出ていない.ミツバチへギイタダニや

ミツバチトゲダニもいないので,ハチミツや蜂

ろうに残留しがちなダニ剤を使うことはまった

くない.EFBを見つけたら養蜂家は新たに薬剤

を使って対処する必要が出てくる.

AQlSによる許可書

展示会で陳列 ･販売するためにミツバチ生産

物製品を持ち込むのは可能である.ただオー

ス トラリア検疫検査所AustralianQuarantine

InspectionService(AQIS)から許可書の発行を

受ける必要がある.AAA大会ウェブサイトに

はAQISへのリンクが張ってある.上級養蜂担

当官Bi11Trend氏(btrend@agric.wa.gov.au)が,

技術的な問い合わせに応じている.

ローヤルゼリーカプセル,プロポリスカプセ

ルやチンキ頬は容易に持ち込める.私はどちら

もAQISの許可を得て輸入し,販売している.

(大会組織委員会 ウェイン･リドレイ)

地域内への持ち込みが許可されるもの 許可されないもの

I.ハチミツ,プロポリス,ローヤルゼリーを含むチンキ,トローチ, 1.未殺菌のハチミツ
クリーム,その他の形状の加工品 加工度が高く,ミツバチを誘引 2.プロポリス原料
しないもの 3.未加工の蜂ろう
2･抗生物質,殺ダニ臥 Apiinvert,その他の化学製品で養蜂業 4.生ローヤルゼリー
が利用できるもの (適正な許可を得ること)
3.未使用の養蜂器具
4.ヨーロッパ腐姐病菌を殺菌するために,80℃で8時間低温殺
菌されたことを証明する文書を添付したハチミツ

5.使用済み養蜂船具

(翻訳 榎本ひとみ)


